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　今や,季 節 に関わ りな く年 中飲 まれてい るビール。ほ ろ酔い加減 のアル コール濃度 と

炭 酸 とほ どよい苦味に精神状態 が リラ ックスさせ られ る。

　 もともと,苦 味は危険のシグナル と され,食 べてはいけない有害物質 として捉 え られ

て きた。苦味 とともに基本 味 とされ る甘味,塩 味,酸 味に比較 して,味 覚閾値 が極端 に

低 いため,ご くわずかな量 で も敏感 に感知 して危険 を察 知で きるか らである。 その よう

な苦 味を,身 体の疲 れた ときや精神 的に気分 を変 えたい ときに欲す るの も,人 間の生理

的作 用なの だ。

　 ところで,ス トレスは苦 味の感受性 を低 下 させ るといわれてい る。 これ か ら述べ るの

は当院で経験 した実例 であ る。会社 が倒産 し,経 済的に困窮 してい る患者 さんが顎関節

症 を患 って 当院 を訪 れた。診察 の結果,顎 関節症 はス トレスの一症状 であると思われた。

治療 が進んだ ある 日,患 者 さんは担 当医へ の贈 り物 と して青 い柿 を持参 した。「この柿

は とて も美味 しいので先生 に食べ て もらお うと思 って持って きた」 と言 って差 し出 した。

担当医 は不思議 に思い,治 療 が終 わ った あとに他 の医局員 に事情 を話 して試食 して も

らった。誰 が見て も渋柿で ある。 当然 の ことなが ら渋 くて食べ られない。患者 さん は,

この渋柿 を美味 しい と言 ったのは何故 なのか。 これが,当 講座 において味覚異常の研 究

を始めるきっか けとなった。

　 Henkinら1)は 酸味や苦味感覚 の低下 を訴 え る味覚減退 者では,耳 下腺 唾液 に含 まれ

る37kDaの 亜鉛結合 タンパ ク質濃度 が正常者 の1/5に 低 下 してい ると し,こ の タンパ

ク質 をGustinと 名付 けた。島崎2)は 耳下腺唾液 に存在す る37kDaの 亜鉛結合 タンパ ク

質 を検 出す るための抗体 を作成 し,こ の タ ンパ ク質の検 出が味覚異常 に対す る簡便 な検

査法の開発 につ なが る可能性 を示 唆 した。

　 つづ いて馬場3)は,キ ニーネがUV下 で蛍光発色 を呈 す る性質 を応用 して,ヒ ト唾液

中の苦 味関連 タンパ ク質 の検 出 を試み た。 その結果,ア ガ ロースゲル電気泳動 において,

硫 酸キニ ーネと同部位 にタンパ ク質 が存在す ることを確 認 した。 また,SDS-PAGEに

おいて,6.5kDa以 下 の位置 にペ プチ ドのバ ン ドが確 認 され た。 プロテイ ンシー クエ ン

スの結果,検 出 され たの はProlin-Rich　 Peptide　 P-E(PRP-PE)とHistatin　 3,5,6

で あることが分かった。 そこで,荒 木 田4)はPRP-PEとHistatinが スト レスの指標に

な りえるかど うか を検討 した。被験者 に不快音や連続加 算作業 な どの精神的負荷 をか け,

自律神経活動 をモニ タ リング しなが ら,耳 下腺唾液 を採取 し,そ れ ぞれ のタンパ ク質の

濃度 を測定 した。 その結果,精 神 的ス トレス負荷 により交感神経機能 が亢進 した被験 者

において,Histatin　 5の 濃度 が有 意 に低 下 した。 この ことか ら,唾 液中Histatin　 5の

(i)



濃度測定はス トレス指標 に有効で あることが分かった。

　 ヒ ト唾液 には150種 類 以上の タ ンパ ク質や ペプチ ドが含 まれて いる と言 われ てい る。

その なかで,ム チ ン,リ ゾチーム,ラ ク トフェ リン,ア ミラーゼは生理活性が明 らかに

されてい るが,こ れ ら以外 の タンパ ク質 は,そ の機 能や作 用機序 が不明 である。 口腔 内

環境 に重要 な役割 をなす唾液 中タ ンパ ク質の検出 と,そ の機能 の早期解 明が待 たれ る昨

今で ある。

　話 は変わ るが,本 号が発刊 され る9月 は,東 日本大震 災か ら半年 を経過 して いる。震

災 で研究資料 が喪失 した り,被 験者 が来院で きず に資料の収集 がで きなかった研究者 も

多かったこ とと思われ る。そのよ うな環境 において も,例 年 と同 じよ うに学会発表 がな

されている ことを頼 も しく思 う。小生 が所属す る 日本歯科 医学会の分科会 では,被 災 し

た岩手,宮 城,福 島の代表者 が挨拶す る機会 を与 えられた。東北 人は我慢強 く,粘 りが

あ るので,環 境 さえ整 えば,必 ず復 旧,復 興 がな され ると信 じると挨拶 して きた。校舎

や研究機器等 の教育 ・研究環境 は整 って きたが,も う一つの整 えられなければな らない

環境 に,東 京電力福島第1原 子力発電所 の事故 に伴 う放射線物 質の拡散 があ る。郡 山市

の空 間線量は自然界の値 にまで回復 していない。研究環境 を整 えるために も,早 期 に事

故 以前の状態 に回復 され ることを願 う毎 日であ る。
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